
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

 

 

 

   9 月２８・２９日、２０２１年産出荷契約 

  米の初検査を実施しました。 

   北部・西南部管内の早稲品種を中心に、 

  約４５０袋/３０ｋｇを検査しました。 

   今年は、気温は平年並みで推移し、昼 

  夜の寒暖差も大きく、高温障害について 

は、あまり影響はありませんでしたが、刈 

  り取り時期が早いことによる青未熟粒や、 

  日照不足による、その他未熟粒の発生が 

多く見られ、等級を下げる原因となりました。 

   等級比率は、１等 0％、２等６２％、３等３８％でした。 

                    晩生品種においても８月２５日～９月３０ 

                   日までの積算温度は９５０℃と平年並みです 

                   が、日照不足の傾向は続いていますので、刈 

                   り取り時期の判断については、注意が必要で 

                   す。 

                    刈り取り適期診断においての目安は、一穂 

                   の８５～９０％程度が黄変したころですので 

                   圃場でしっかりと確認してください。 
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2021年産出荷契約米の検査を実施 

 
検査の様子 

（全農京都府本部長岡連合倉庫前にて） 

 農産物検査員 鑑定研修実施 

いよいよ、２０２１年産米の出荷が始まりました。 

今年度も、適性検査を行うため、出荷開始前には、当 JA

の農産物検査員を対象に、鑑定研修を実施いたしました。 

検査現場では、しっかり規格を確認し、適性検査に努めて

まいりますので、よろしくお願いいたします。 研修では、資料を１点づつ丁寧に鑑定し、 

等級を判断していきます。 



 


